
 

２０１２年度「口腔環境制御研究」報告： 広島大学歯学部 
 

 

 開発した固定化抗菌剤を用いた製品化が行われ４社から 10 製品の製品化が行われた．

L8020 乳酸菌のバクテリオシンを特定し，特許申請を行うとともに，抗菌性評価ならびに

歯周病原菌毒素 LPS の不活性化作用があることを明らかにし，その活性部位が C 末側 24

アミノ酸残基のαヘリックス構造を取る部分であることを明らかにした． 

 これまでの基礎研究成果に基づきトランスレーショナルな臨床研究を展開した。すなわち、

抗菌剤併用歯周病治療によって脂肪組織における炎症反応が制御され、インスリン抵抗性

が改善することでグリコヘモグロビン値が低下することを明らかにした。 

 顎骨・骨幹異形成症の責任遺伝子 GDD1 が構造的にイオンチャンネル活性を持たないことを

明らかにした。TLR を介した口腔粘膜上皮および線維芽細胞における IL8 および CXCL10 発

現調節機構の解析を行った。RHAMM の ERK 活性化を通した骨芽細胞の増殖促進、分化抑制

機能の解析、骨形成線維腫における RHAMM の発現解析を行った。 

 齲蝕原因菌選択的溶解酵素 Aml の in vivo での抗菌効果について検討した。 

 

＜論 文＞ 

1. Clinical evaluation of novel interconnected porous hydroxyapatite ceramics (IP-CHA) 

in a maxillary sinus floor augmentation procedure. Shigeishi H, Takechi M, Nishimura 

M, Takamoto M, Minami M, Ohta K, Kamata N. Dent Mater J. 31(1): 54-60 2012 
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induces the proliferation and differentiation through phosphorylation of ERK1/2. 
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5. 3-dimensional composite scaffolds consisting of apatite-PLGA-atelocollagen for bone 
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465-471, 2012 
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of glycated hemoglobin in Japanese subjects with type 2 diabetes by resolution of 

periodontal inflammation using adjunct topical antibiotics: results from the 

Hiroshima Study. Diabetes Res Clin Pract, in press, 2013. 
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15. Mine Y, Nakatani T, Okamoto K, Makihira S, Iwata S, Nikawa H. Biomimetic diamond-like 

carbon coated titanium inhibits RANKL-dependent osteoclast differentiation in vitro. 

Journal of Photopolymer Science and Technology 25(4):523-528. 2012 
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<シンポジウム・招待講演など> 

1. 西村英紀. 糖尿病患者に対する歯周病治療ガイドライン – UP-DATE、（分科会プログラム「歯

周治療の３つの潮流 ガイドライン・指針から－糖尿病患者への対応・インプラント治療・

抗菌療法－」第 22 回日本歯科医学会総会,2012 年 11 月 11 日, 大阪 

2. 西村英紀. 糖尿病患者に対する歯周治療は何を標的とするか（シンポジウム I「歯周病と全

身疾患の関わり」）2012 年（第 137）回日本歯科保存学会秋季学術大会, 2012 年 11 月 22 日,

広島 

3. Nishimura F. Key note lecture - Periodontal Disease: More than sixth complication of 

diabetes mellitus. (in Symposium “Diabetes and Periodontal Disease”). 9th IDF-WPR 

Congress 4th AASD Scientific Meeting, November 25, Kyoto 

4. 西村英紀. 基調講演：糖尿病に対する統合医療の一環としての歯周病管理（シンポジウム ２

「オーラルケアと統合医療」）第１６回日本統合医療学会, 2012 年 12 月 8 日,大阪 

5. Nishimura F. The periodontal host response with type 2 diabetes. 東京医科歯科大学

第 8 回グローバル COE 国際シンポジウム Molecular Science in Oral-Systemic 

Medicine-Winter Seminar-. Feb 3-4, 2013, Tokyo. 

6. 二川浩樹：「歯学のバイオテクノロジー」広島市歯科医師会南区支部学術講演 5/26 (広島

市) 

7. 二川浩樹「歯学のバイオテクノロジー」広島大学歯学部同窓会関東支部学術講演 6/26 (東

京) 

8. 峯 裕一，中谷達行，岡本圭司，牧平清超，岩田 慧，二川浩樹：「骨吸収を制御する口腔イ

ンプラント開発における DLC 薄膜コーティングの応用」The 29th International Conference 

of Photopolymer Science and Technology 招待講演 6/28（Chiba） 

9. 二川浩樹：「歯学のバイオテクノロジー」佐世保臨床歯学研究会 7/15（佐世保） 

10. 二川浩樹：「歯学のバイオテクノロジー」奥羽大学歯学部同窓会山形県支部学術講演 8/27 

(天童) 

11. 二川浩樹：「お口の健康が食べ物で守れたら・・・いいな！」すこやか食生活推進リーダー



養成研修会 広島市保健課 8/31（広島） 

12. 二川浩樹：「歯科技工のパラダイムシフトに対応した技工士教育はどうあるべきか」第 34 回 

日本歯科技工学会 シンポジウム．9/15（岡山）． 

13. 二川浩樹：新しい分野「口腔工学」について 第 60 回 日本口腔科学会中国四国支部会 シ

ンポジウム．10/6（広島） 

14. 二川浩樹：高齢者の口腔管理．シンポジウム 第 58 回日本栄養改善学会学術総会 9/10（広

島） 

 

＜特 許＞ 

1. 【特許査定】特許第 5140426 号 「齲蝕原因菌に選択的な殺菌剤、齲蝕原因菌を殺菌する方

法」出願人  ツーセル株式会社 発明人 菅井基行、小松澤均 出願日 : 2006 年 7 月 25

日 特許登録平成 2012 年 11 月 22 日 

2. 特許第 4945743「抗菌性医療用補綴部材及び医療用補綴部材の抗菌処理方法」出願人 広島

大学  発明者：二川 浩樹 出願日 : ２００５年８月１１日 特許登録 平成 24 年 3月

16 日 

3. 特許第 4895261 号「合成樹脂の抗菌方法及び抗菌性合成樹脂及びその製造方法，製造装置」 

出願人 広島大学 和田精密歯研株式会社 発明者：二川 浩樹 出願日 : ２００５年１

１月 ４日 特許登録 平成 24 年１月 6日 

4. 特許第 4972743 号「洗浄剤組成物および洗浄方法」 出願人 広島大学 発明者：二川 浩

樹 出願日 : ２００６年１０月２４日 特許登録 平成 24 年 4 月 20 日 

5. 特願 2006-288883 洗浄剤組成物、洗浄方法および被洗浄物品２００６年１０月２４日国内

優先権 

 

【アメリカ】 

1. US Patent Pat No. 8,304,379 B2.  Nov 6, 2012.  Silicone compound-containing 

solidified detergent composition and method for producing the same. PCT/JP2008/062164 

 

【中国】 

1. 固化洗浄剤組合物及其制各方法 公告日2012年 2月 29日 特許出願 出願番号   ： 特

願 2011-027882 発明の名称  ：「塩基性抗菌ペプチドおよびその利用方法」 出願

人     ： 国立大学法人広島大学  出願日   ： 平成２３年２月１０日 

PCT/JP2012/053020 発明の名称  ：「ラクトバチルス・ラムノーサス由来のバクテリオシ

ン」出願人 国立大学法人広島大学 出願日 平成２４年 ２月 ９日 

 

商標登録  



商願 2011-066119 出願日平成 23 年 9 月 14 日 Etak  登録日平成 24 年 8 月 3日 

 

＜開発成果＞ 

L8020 乳酸菌関連製品 

8020 ヨーグルト 、砂糖不使用 8020 ヨーグルト、8020 ヨーグルト飲むタイプ、8020 ドリンク

タイプ 

 

Etak 関連製品 

エーザイ クリスタルベールマスク防菌２４ 

Kasco  リフレフィット（抗菌ゴルフ手袋） 

ベネッセ Etak 使用抗ウィルスベビー用品 

ディノス 抗ウィルス寝具 

アプロン 抗ウィルス白衣 

ジェクス 業務用 Etak 液剤 

わかば  抗菌ソックス 

  楠橋紋織 抗ウィルス今治タオル 

 

＜報道関連＞ 

テレビ放送 

【全国】 

24 年 11 月 1 日 みのもんたの朝ズバッ！（TBS） 

24 年 11 月 1 日 ひるおび（TBS） 

24 年 11 月 10 日 やじうまテレビ（テレビ朝日） 

24 年 11 月 18 日 やじうまテレビ（テレビ朝日） 

【ローカル】 

25 年 1 月 29 日 テレビ派宣言（広島テレビ） 

25 年 1 月 30 日 おこのみワイド（NHK） 

25 年 1 月 30 日 ニュース６（RCC） 

25 年 1 月 31 日 スーパーニュース（TSS） 

25 年 2 月 8 日 J ステーション（ホームテレビ） 

新聞その他 

平成 24 年 1 月 19 日 経済レポート表紙 

平成 24 年 3 月 5日 中国新聞 15 面 



平成 24 年 4 月 17 日号 經濟レポート 3頁 

平生 24 年 5 月 15 日号 經濟レポート表紙 

平成 24 年 11 月 1 日 中国新聞 27 面 

平成 24 年 11 月 1 日 化学工業日報 

平成 24 年 11 月 1 日 東京新聞 8 面 

平成 24 年 11 月 1 日 日刊工業新聞 13 面 

平成 24 年 11 月 8 日 中国新聞 9 面 

平成 25 年 1 月 15 日 産経新聞 25 面 

平成 25 年 2 月 6日 日経産業新聞 9 面 

 


